
【2023年度実績】
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氏名 村井美代 部署 健康開発学科 職名 教授

経歴
1987年東京慈恵会医科大学医学部細菌学教室助手、1999年埼玉県立大学短期大学部衛生技術学科講師、2005年埼玉県

立大学保健医療福祉学部健康開発学科准教授、2021年同教授

所属学会（役職） 日本細菌学会、日本臨床検査学教育学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 細菌学、細菌遺伝学

学位 博士（医学）

学歴 1984年お茶の水女子大学理学部生物学科卒業、1986年お茶の水女子大学大学院理学研究科修士課程修了

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題

該当なし

下水由来カルバペネマーゼ産生腸内細菌

科細菌を対象としたmCIMの評価
共同

第51回　埼玉県医学検査学

会、さいたま市

〇木村豪、鈴木直樹、滝野景、于連升、

菅原庸、鹿山鎭男、村井美代、岸井こず
2023年12月

（４）その他

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究 C）

黄色ブドウ球菌の咽頭保菌の実態

解明および口腔保健行動による除

菌の検討

研究代表者
2018年4月～2025

年3月

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

埼玉県内の臨床及び下水から分離

したESBL産生大腸菌の解析
研究協力者

2021年4月～2025

年3月

（２）論文

名称 単・共

該当なし

コロニーダイレクトPCRによるCA-MRSA

クローンの特定の試み
共同

第51回　埼玉県医学検査学

会、さいたま市

〇村山浩基、久恒順三、于連升、鹿山鎭

男、菅原庸、菅井基行、岸井こずゑ、村

井美代

2023年12月

下水由来ESBL産生Escherichia coliの分離

率と遺伝子型に関する地域差の検討
共同

第51回　埼玉県医学検査学

会、さいたま市

〇鈴木直樹、木村豪、滝野景、于連升、

菅原庸、鹿山鎭男、村井美代、岸井こず
2023年12月

分子細胞生物学 〇 13/15コマ

オリジナルのPowerPointスライドを用いて細胞生物学および分子生物学

の基礎を解説した。知識の定着を図るため、毎回、講義まとめプリント

に記入させ、次回の授業はじめに答え合わせをした。

微生物学 〇 15/15コマ

微生物学の基礎から感染機構まで解説したオリジナルの講義テキスト用

いて講義した。知識の定着を図るため、毎回課題に取り組ませ、次回の

授業はじめに答え合わせをした。また、新型コロナウイルスをはじめと

した話題の感染症に関して、最新情報の科学的根拠を学生に伝えた。

臨床微生物学Ⅰ 1/15コマ
オリジナルのPowerPointスライドを作成し、真菌について1コマ対面講

義を行った。
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2023.12～2024.3
2施設4名の実習生の事前指導などを行った。登校日に、担当病院の学生

から病院報告を、全施設の学生から微生物検査の科目報告を受けた。

遺伝子・染色体検査学実習 4/24コマ

感染症分野の遺伝子検査として、ESBL産生大腸菌の耐性遺伝子型別

を、コロニーダイレクトPCRにより実施させ、遺伝子型による表現型の

違いを確認させた。

卒業論文 2023.4～2024.3 主指導 2名 副指導 4名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

ヒューマンケア体験実習 2023.9. 2グループ、11人の学生を担当した。

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

医療安全管理学演習 2/8コマ

感染症検査のための鼻腔および咽頭ぬぐい液の採取について、頭頚部の

解剖に基づく安全な採取法を講義したのち、モデルを用いて採取技術の

確認をさせた。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

微生物学実習 〇 24/24コマ

オリジナルの実習テキストを作成して実施した。無菌操作､グラム染色な

どの基礎技術習得のため、一人一人に個別指導を行った。またグループ

ワークとして一つの実験課題について4人の班ごとに実験からレポート作

成までを共同で取り組ませた。科目分担者と2名体制で担当した。

臨床微生物学実習 24/24コマ

グラム陽性球菌の混合検体および臨床検体を想定した異なる細菌を含む

模擬検体を一人一人に配布し、自力で分離同定検査が進められるように

指導した。科目責任者と2名体制で担当した。

臨地実習

修士論文 2023.4～2025.3 主指導（指導教員） ―名 副指導（指導補助教員） 1名

（５）その他

医療安全管理学 1/7コマ

医療関連施設における標準予防策および感染経路別予防策についてオリ

ジナルのPowerPointスライドを用いて講義を行った。また臨地実習で実

際に遭遇する感染対策についてクイズ形式で解説した。

微生物学特論 〇 6/7コマ

臨床微生物検査の分野で進展著しい遺伝子検査に不可欠な微生物の分子

生物学の基礎知識の復習および英文文献を読むトレーニングを目的に、

英語教科書を輪読させた。また感染症診断のための遺伝子検査の現状と

将来について概説した。

病因病態検査学 〇 3/15コマ

大学院博士前期課程の講義。病理学、血液学、免疫学、微生物学担当教

員によるオムニバス講義。担当回は2コマで病原体検出のための遺伝子

検査の基礎および利点と限界について解説したのち、1コマで学生に新

型コロナウイルスの同定と遺伝子検査について調べた成果を発表させ、

その場で評価をフィードバックした。

臨床微生物学Ⅱ 8/15コマ

培養期間が長い抗酸菌培養検査および染色検査、炭酸ガス培養や微好気

培養などの特殊な培養環境が必要な細菌の培養検査の実技指導を、科目

責任者と2名で担当した。

検査総合演習 2/15コマ

臨床微生物学分野の国家試験の出題傾向を解説し、穴埋め表を用いてま

とめを作成させ、知識を整理させた。また国家試験過去問題に何度でも

取り組めるよう、過去10年分の選抜問題に併せて覚えたい項目を解説に

加えた約140問をWebClassにアップした。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
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国立大学法人　埼玉大学 外部評価委員 2022～2023年度

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

大学広報活動 オープンキャンパス模擬実習担当 2023.8

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

大学広報活動 入試広報のための高校訪問（4校） 2023.6～7

該当なし

８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 共同実験室部会（副部会長） 2023.4～2024.3

学科等における委員会等 専攻長 2023.4～2024.3

５．学内運営

項目 内容 期間

国際協力事業 タイMahidol大学留学生
帝京大学に短期留学中のMahidol大学で臨床検査学を学ぶ学生を本学

に迎え、本学検査専攻の学生との交流会を行った。
2023.5


